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捉
え
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
保

命
酒
や
畳
表
、
福
山
琴
の
制
作
を
学
ぶ

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。

　
今
後
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
を
対
象
に
、

福
山
城
を
会
場
と
し
た
デ
ニ
ム
の
商
談

会
を
実
施
し
、
日
本
一
の
デ
ニ
ム
産
地

の
さ
ら
な
る
知
名
度
向
上
に
取
り
組
む
。

　
現
時
点
で
は
、
費
用
対
効
果
や
走
行

可
能
距
離
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、
令

和
４
年
度
に
福
山
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）
を
見
直
す

中
で
、
令
和
12
年
度
ま
で
に
全
て
の
公

用
車
を
電
動
車
に
す
る
と
い
う
政
府
の

実
行
計
画
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

部
活
動
な
ど
が
制
限
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
子
ど
も

た
ち
の
心
の
ケ
ア
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
特
に
留
意
し
て

取
り
組
む
主
な
内
容
と
し
て
、「
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
個
人
面
談
な
ど
を
実
施
し
悩

み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
を
組
織
的
に
行
う
こ
と
」「
き

め
細
か
な
健
康
観
察
や
健
康
相
談
の
実

施
等
に
よ
り
児
童
生
徒
の
状
況
を
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
」「
教
育
相
談
窓
口

を
周
知
す
る
こ
と
」
を
学
校
へ
指
示
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
変
化
を
捉
え

不
安
や
悩
み
の
解
消
に
努
め
る
。

本
市
が
誇
る
伝
統
産
業
は

環
境
行
政
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
教
育
は

答

築
城
４
０
０
年
は
、
伝
統
産
業

の
価
値
や
魅
力
を
発
信
す
る
機
会
と
も

答

現
在
、
本
市
で
は
電
気
自
動
車

を
１
台
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
14
台
導

入
し
て
い
る
。　

答

２
０
２
１
年
度
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
児
童
生
徒
か
ら
受
け
た

最
も
多
い
相
談
は
、
心
身
の
健
康
に
関

す
る
こ
と
で
あ
る
。
授
業
や
学
校
行
事
、

問

価
値
を
広
く
伝
え
る
た
め
の

考
え
は
。

問

公
用
車
へ
の
電
気
自
動
車
の

採
用
は
。

問

子
ど
も
た
ち
へ
の
心
の
ケ
ア

は
。

小こ

山や
ま　
友と

も

康や
す

高た
か

木ぎ　
武た

け

志し

市　
民　
連　
合

福
山
ネ
ウ
ボ
ラ
は

答

２
０
１
７
年
の
開
設
以
降
、
８

万
件
を
超
え
る
相
談
を
受
け
た
。
こ
の

地
域
で
子
育
て
を
し
た
い
と
思
う
親
の

割
合
は
、
ネ
ウ
ボ
ラ
創
設
前
の
２
０
１

６
年
度
89
．
５
％
か
ら
、
２
０
２
０
年

度
94
．
７
％
に
増
加
し
た
。
子
育
て
家

庭
に
気
軽
な
相
談
場
所
と
認
知
さ
れ
、

不
安
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
家
庭
で
過
ご
す
時

問

①
相
談
窓
口
「
あ
の
ね
」
の

成
果
は
。

②
今
後
の
方
向
性
は
。

間
が
増
え
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
増
え

て
良
い
と
の
声
の
一
方
、
子
ど
も
と
の

時
間
の
過
ご
し
方
が
分
か
ら
な
い
等
、

育
児
に
不
安
を
感
じ
る
家
庭
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
、
あ
の
ね
育
ナ
ビ
で
子
ど

も
の
遊
び
の
動
画
配
信
等
を
し
て
い
る
。

②
ミ
ニ
え
ほ
ん
の
国
な
ど
、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
の
場
を
充
実
す
る
。
ま
た
、
医

療
的
ケ
ア
児
の
保
育
施
設
へ
の
受
け
入

れ
、「
こ
と
ば
の
相
談
室
」
と
「
あ
の

ね
」
の
一
体
的
な
相
談
体
制
の
構
築
な

ど
、
発
達
支
援
を
強
化
す
る
。
全
て
の

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援

し
、
希
望
の
子
育
て
が
実
現
で
き
る
よ

う
、
福
山
ネ
ウ
ボ
ラ
を
一
層
強
化
す
る
。

日
本
共
産
党

問

①
年
金
の
引
き
下
げ
や
物
価

高
で
国
保
加
入
者
の
生
活
は
さ
ら
に

厳
し
い
が
、
本
市
は
国
保
税
の
引
き

上
げ
を
行
う
。
決
算
剰
余
金
等
を
活

用
し
、
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
べ
き
。

②
本
市
の
一
部
負
担
金
の
減
免
対
象

答

①
保
険
税
額
は
国
民
健
康
保
険

の
県
単
位
化
に
伴
い
、
県
が
示
し
た
単

価
を
予
算
額
と
し
て
い
る
。
２
０
２
２

年
度
の
保
険
税
率
は
２
０
２
１
年
の
所

得
状
況
を
踏
ま
え
、
福
山
市
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
に
諮
り
、
算
定
す
る
。

②
各
種
保
険
制
度
で
統
一
さ
れ
た
負
担

割
合
と
な
っ
て
お
り
、
減
免
は
国
の
運

用
基
準
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
は

は
、
一
時
的
な
所
得
減
の
場
合
の
み

で
あ
る
。
低
所
得
状
態
が
続
い
て
治

療
費
を
捻
出
で
き
ず
命
を
落
と
す
事

態
も
あ
っ
た
。
恒
常
的
な
低
所
得
状

況
の
加
入
者
も
減
免
対
象
に
す
べ
き
。


